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DX推進本部SE部
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⚫ 同梱している以下の設定ファイルの変更部分を案内するガイドです。

① D3Worker用「 GMOサイン連携サンプル設定（connecter for Salesforce

テンプレート）.d3w 」

⚫ PDFを生成しGMOサインで電子署名の配信を設定する内容です。

⚫ オプロでデモをしている内容をお客様環境で再現いただくための最

低限の項目のみ解説しています。

⚫ 必須項目は「*」で表現しています。

本資料について
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本資料について

START
A.帳票DXの契約をしている。
B.oproartsの契約をしている。

帳票テンプレートを
A.「帳票DX for Salesforce」で作成した。

B.「ViewFramer」で作成した。

別資料

別資料

帳票テンプレートを
A.「Connector for Salesforce」で作成した。

B.「ViewFramer」で作成した。

当資料

B

B

B

A

A

A
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1. Salesforceにoproarts connectorがインストールされ、認証情報が

登録されていること

• セットアップガイドを一通り行ってください。

2. GMOサインのご契約をされていること

• 弊社とは別契約となります。

3. 帳票テンプレートが作成済みであること

• 「Connecter for Salesforce」で作成している。

事前準備
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セットアップ

•Salesforceに

connectorをインス

トールする

•認証情報の設定

帳票テンプレートの作

成

•デザインの作成

D3Workerの設定

•配信設定

ViewFramerの設定

•データ連携設定

ボタン作成

•ボタン作成

全体設定の流れ

当資料の範囲
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1. 弊社から認証情報が記載されたテキスト

ファイルが送付されています。

1. 見つからない場合は、営業・SE・サポー

トのいずれかにご連絡ください。

2. 「D3Worker.txt」内の「設定画面」URL

をブラウザで開いてください。

1. UID、UPWも同テキスト内に記載されて

います。

D3Workerにログインする
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1. 「ワーク」タブの「インポート」ボタンを

クリックします。

2. ファイル選択で、 「 GMOサイン連携サン

プル設定（connector for Salesforceテン

プレート）.d3w 」ファイルをアップロー

ドし、実行をします。

3. 「検索」をクリックすると、インポートし

た設定が表示されます。

GMOサイン連携サンプル設定.d3wをインポートする
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1. ワーク「GMOサイン連携（ [帳票名] ） ①SFDC→GMO」

○ エンベロープ「①GMOサイン連携（ [帳票名] ）」

− サービス「OPROARTS Live for Salesforce」「GMOサイン複数文書 - 署名待機/ワーク

実行」

2. ワーク「GMOサイン連携（ [帳票名] ） ②GMOサインへの送信後に実行する

ワーク」

○ エンベロープ「②GMOサイン連携（ [帳票名] ）」

− サービス「ダミー文書」「Salesforce Files [配送] - セッション」

3. ワーク「GMOサイン連携（ [帳票名] ） ③署名完了後に実行するワーク」

○ エンベロープ「③GMOサイン連携（ [帳票名] ）」

− サービス「アップロード文書」「Salesforce Files [配送]」

D3Workerの構成

配布サンプルは以下の構成となっています。1つのボタンに対して、3つ

のワークが1から3の順番で動作します。
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サービスの設定<配送>

・GMOサイン複数文書 - 署名待機/ワーク実行
・②Salesforce Files [配送] - セッション
・③Salesforce Files [配送] 
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1. 「サービス」タブを開き、「検索」ボタン

をクリックするとインポートしたサービス

が表示されます。

2. 「 GMOサイン複数文書 - 署名待機/ワー

ク実行（ [帳票名] ） 」をダブルクリック

で開きます。

【サービス】GMOサイン複数文書 - 署名待機/ワーク実行（ [帳票名] ） 
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GMOサイン社に依頼する事項

⚫ サービス内に記載のURL（https://～

/callback）をGMOサインに登録することで

GMOサインと連動できます。作業はGMOサイ

ン社で行っていただけますので、ご担当者にご

依頼ください。

【サービス】GMOサイン複数文書 - 署名待機/ワーク実行（ [帳票名] ） 
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1. 名称*

○ [帳票名]の部分に対象帳票名をご入力ください。

名称は自由ですのですべて変更いただいても問

題ありません。

2. メモ

○ 検索ワードになります。自由にご変更ください。

3. シークレットキー*

○ GMOサインから送付される認証情報内に記載

があります。不明な場合はGMOサイン社にお

問い合わせください。

○ オプロ経由でGMOサインの契約をしている場

合は弊社からお送りする認証情報内に記載がご

ざいます。

4. 顧客ID*

○ 同上

【サービス】GMOサイン複数文書 - 署名待機/ワーク実行（ [帳票名] ） 

サービスを保存後、接続ができ
ることを確認してください。
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⚫ 担当者*

○ 差出人を入力してください。

○ GMOサインの署名依頼メール内に差出人として記載

がされます。

⚫ 担当者所属

○ GMOサインの署名依頼メール内に差出人として記載

がされます。

⚫ 封筒名*

○ 文書名をいれてください。タイトルのような扱いです。

【サービス】GMOサイン複数文書 - 署名待機/ワーク実行（ [帳票名] ） 

GMOサインの署名依頼メール

{担当者所属} {担当者}

{担当者所属}
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1. 自社署名

○ 自社の人による署名を複数名行う場合は、右上の＋ボ

タンで人数分追加してください。

− ※人数固定

− はじめて設定される場合は追加せずそのままでご設定

ください。

○ 自社署名のご要件がない場合はそのままにしてくださ

い。

○ 署名位置以外はエンベロープ内で設定しますので、空

欄のままで問題ありません。

2. 署名位置

○ 署名位置の座標を指定します。座標についての説明は

以下の記事をご覧ください。

○ D3Workerのサービス設定（GMOサイン - 署名待機

ワーク実行） 

【サービス】GMOサイン複数文書 - 署名待機/ワーク実行（ [帳票名] ） 

追加する場合は
＋ボタン

1人分の設定

https://spc.opro.net/hc/ja/articles/360012377333
https://spc.opro.net/hc/ja/articles/360012377333
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1. 送信先*

○ 他社の方向けの署名欄です。複数名を想定される場合

は右上の＋ボタンで人数分追加してください。

− ※人数固定

− はじめて設定される場合は追加せずそのままでご設定

ください。

○ 署名位置以外はエンベロープ内で設定しますので、空

欄のままで問題ありません。

2. 署名位置

○ 署名位置の座標を指定します。座標についての説明は

以下の記事をご覧ください。

○ D3Workerのサービス設定（GMOサイン - 署名待機

ワーク実行） 

【サービス】GMOサイン複数文書 - 署名待機/ワーク実行（ [帳票名] ） 

追加する場合は
＋ボタン

1人分の設定

https://spc.opro.net/hc/ja/articles/360012377333
https://spc.opro.net/hc/ja/articles/360012377333
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1. 「サービス」タブを開き、「検索」ボタン

をクリックするとインポートしたサービス

が表示されます。

2. 「②GMOサイン連携 Salesforce Files 

[配送] - セッション（ [帳票名] ）」をダブ

ルクリックで開きます。

【サービス】②GMOサイン連携 Salesforce Files [配送] - セッション（ [帳票名] ）
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1. 名称*

○ [帳票名]の部分に対象帳票名をご入力ください。

名称は自由ですのですべて変更いただいても問

題ありません。

2. メモ

○ 検索ワードになります。自由にご変更ください。

3. 項目*

○ ②はGMOサインにリクエストを送った後に更

新したいSalesforceの項目のAPI参照名を入力

します。

− オプロ→GMOサインのタイミングとなり、署

名完了はしていない状態のことです。

【サービス】②GMOサイン連携 Salesforce Files [配送] - セッション（ [帳票名] ）
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1. 「サービス」タブを開き、「検索」ボタン

をクリックするとインポートしたサービス

が表示されます。

2. 「③GMOサイン連携 Salesforce Files 

[配送] （ [帳票名] ）」をダブルクリック

で開きます。

【サービス】③GMOサイン連携 Salesforce Files [配送] （ [帳票名] ）
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1. 名称*

○ [帳票名]の部分に対象帳票名をご入力ください。

名称は自由ですのですべて変更いただいても問

題ありません。

2. メモ

○ 検索ワードになります。自由にご変更ください。

3. ログイン*

○ 「接続」ボタンをクリックします。Salesforce

へのログイン画面が開くので、ログインして

「許可」をクリックします。

※Sandboxで検証する場合、「Sandboxへ接

続する」をONにしてから「接続」をクリック

します。

【サービス】③GMOサイン連携 Salesforce Files [配送] （ [帳票名] ）
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４．項目*

○ ③はGMOサインの署名完了後に更新したい

Salesforceの項目のAPI参照名を入力します。

【サービス】③GMOサイン連携 Salesforce Files [配送] （ [帳票名] ）



21©2023 OPRO Co., Ltd.Confidential

サービスの設定<文書化>

・OPROARTS Live for Salesforce
・ダミー文書
・アップロード文書
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1. 「サービス」タブを開き、「検索」ボタン

をクリックするとインポートしたサービス

が表示されます。

2. 「GMOサイン連携 OPROARTS Live for 

Salesforce （ [帳票名] ）」をダブルク

リックで開きます。

【サービス】GMOサイン連携 OPROARTS Live for Salesforce （ [帳票名] ）
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1. 名称*

1. [帳票名]の部分に対象帳票名をご入力ください。

名称は自由ですのですべて変更いただいても問

題ありません。

2. メモ

1. 検索ワードになります。自由にご変更ください。

3. 基本情報欄

1. 変更なし ※エンベロープで指定します。

4. リクエスト内容欄

1. 変更なし ※エンベロープで指定します。

項目の解説は以下のOPSS記事をご覧ください。

D3Workerのサービス設定（Connector for Salesforce連

携）

【サービス】GMOサイン連携 OPROARTS Live for Salesforce （ [帳票名] ）

https://spc.opro.net/hc/ja/articles/360008992573
https://spc.opro.net/hc/ja/articles/360008992573
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1. 「サービス」タブを開き、「検索」ボタン

をクリックするとインポートしたサービス

が表示されます。

2. 「GMOサイン連携 ダミー文書（ [帳票

名] ） 」をダブルクリックで開きます。

【サービス】GMOサイン連携 ダミー文書（ [帳票名] ） 
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1. 名称*

○ [帳票名]の部分に対象帳票名をご入力ください。

名称は自由ですのですべて変更いただいても問

題ありません。

2. メモ

○ 検索ワードになります。自由にご変更ください。

【サービス】GMOサイン連携 ダミー文書（ [帳票名] ） 
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1. 「サービス」タブを開き、「検索」ボタン

をクリックするとインポートしたサービス

が表示されます。

2. 「GMOサイン連携 アップロード文書

（ [帳票名] ） 」をダブルクリックで開き

ます。

【サービス】GMOサイン連携 アップロード文書（ [帳票名] ） 
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1. 名称*

○ [帳票名]の部分に対象帳票名をご入力ください。

名称は自由ですのですべて変更いただいても問

題ありません。

2. メモ

○ 検索ワードになります。自由にご変更ください。

3. リクエストパラメータ*

○ 変更なし

【サービス】GMOサイン連携 アップロード文書（ [帳票名] ） 
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エンベロープの設定
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1. 「エンベロープ」タブを開き、「検索」ボ

タンをクリックするとインポートしたエン

ベロープが表示されます。

2. 「①GMOサイン連携（ [帳票名] ） 」を

ダブルクリックで開きます。

【エンベロープ】①GMOサイン連携（ [帳票名] ）
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「基本」タブ

⚫ 名称*

○ [帳票名]の部分に対象帳票名をご入力くだ

さい。名称は自由ですのですべて変更い

ただいても問題ありません。

⚫ メモ

○ 検索ワードになります。自由にご変更く

ださい。

⚫ 件名

○ ログに出てくる情報です。

【エンベロープ】「基本」タブ
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⚫ {○○}について ※重要

○ Salesforceの項目を差し込むタグです。

D3Workerでは「パラメータ」と呼称していま

す。すでに設定されているパラメータは必須項

目のため削除/変更しないでください。

○ エンベロープでは、Salesforceから差し込む項

目の位置をパラメータを使って指定しています。

− ※「サービス」ではパラメータを使用で

きません。

【エンベロープ】{○○}について ※重要※

{○○}（パラメータ）
Salesforceのデータを差し込む
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⚫ 「文書化サービス」タブはサービスの

「OPROARTS Live for Salesforce」を参照し

ています。

⚫ すでに登録してあるパラメータは変更・削除し

ないでください。

⚫ 「サービスの設定を用いる」とある箇所はご要

件に応じて変更してください。

【エンベロープ】「文書化サービス」タブ
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⚫ 「配送」サービスタブでは「GMOサイン

複数文書 - 署名待機/ワーク実行」を参照

しています。

⚫ すでに登録してあるパラメータは基本的に

は変更・削除しないでください。

○ 「自社署名」は任意ですので、不要な場合はパ

ラメータを削除いただいて結構です。

【エンベロープ】「配送サービス」タブ
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GMOサインへの送信後に実行するワーク

⚫ GMOサインへリクエストを送った後に実

行するワークを指定しています。

⚫ データCSV

○ 「実行するワーク」の「データソース」に引き

渡すデータをここで指定する必要があります。

○ 「GMOサイン連携（ [帳票名] ） ②GMOサイ

ンへの送信後に実行するワーク」のデータソー

スにフィールドを追加した場合、同じように

データCSVを追加してください。

【エンベロープ】「配送サービス」タブ

GMOサイン連携（ [帳票名] ） ②GMOサ
インへの送信後に実行するワーク

次に実行されるワークの
データソースとイコールに
なる。
順番も同じにします。
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署名完了後に実行するワーク

⚫ GMOサインから署名完了のフラグを受け

取った後に実行するワークを指定していま

す。

⚫ データCSV

○ 「実行するワーク」の「データソース」に引き

渡すデータをここで指定する必要があります。

○ 「GMOサイン連携（ [帳票名] ） ③署名完了

後に実行するワーク」のデータソースにフィー

ルドを追加した場合、同じようにデータCSVを

追加してください。

【エンベロープ】「配送サービス」タブ

GMOサイン連携（ [帳票名] ） ③署名完
了後に実行するワーク

次に実行されるワークの
データソースとイコールに
なる。
順番も同じにします。
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1. 「エンベロープ」タブを開き、「検索」ボ

タンをクリックするとインポートしたエン

ベロープが表示されます。

2. 「②GMOサイン連携（ [帳票名] ） 」を

ダブルクリックで開きます。

【エンベロープ】②GMOサイン連携（ [帳票名] ）
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⚫ 配送サービスタブの項目を設定します。

⚫ 「サービス」の「 ②GMOサイン連携

Salesforce Files [配送] - セッション

（ [帳票名] ）」で設定した、更新したい

API参照名に対してどのような値をいれる

かをここで設定します。

○ 固定値の場合はそのまま入力します。

○ 変数にする場合はパラメータを指定してくださ

い。

【エンベロープ】「配送サービス」タブ

・更新したい値
・固定値ならそのまま入力
・変数ならパラメータ
（{○○}）として指定

「サービス」で入
力したAPI参照名
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1. 「エンベロープ」タブを開き、「検索」ボ

タンをクリックするとインポートしたエン

ベロープが表示されます。

2. 「③GMOサイン連携（ [帳票名] ） 」を

ダブルクリックで開きます。

【エンベロープ】③GMOサイン連携（ [帳票名] ）
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⚫ 配送サービスタブの項目を設定します。

⚫ 「サービス」の「 ③GMOサイン連携

Salesforce Files [配送] （ [帳票名] ）」

で設定した、更新したいAPI参照名に対し

てどのような値をいれるかをここで設定し

ます。

○ 固定値の場合はそのまま入力します。

○ 変数にする場合はパラメータを指定してくださ

い。

【エンベロープ】「配送サービス」タブ

・更新したい値
・固定値ならそのまま入力
・変数ならパラメータ
（{○○}）として指定

「サービス」で入
力したAPI参照名



40©2023 OPRO Co., Ltd.Confidential

ワークの設定
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1. 「ワーク」タブを開き、「検索」ボタンを

クリックするとインポートしたワークが表

示されます。

2. 「 GMOサイン連携（ [帳票名] ） ①

SFDC→GMO」をダブルクリックで開き

ます。

【ワーク】GMOサイン連携（ [帳票名] ） ①SFDC→GMO
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⚫ 名称*

○ [帳票名]の部分に対象帳票名をご入力くだ

さい。名称は自由ですのですべて変更い

ただいても問題ありません。

⚫ メモ

○ 検索ワードになります。自由にご変更く

ださい。

⚫ 件名

○ ログに出てくる情報です。ワーク名を入

れておくことをお勧めします。

【ワーク】「基本」タブ
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⚫ フィールド名* ※重要

○ Salesforceから受け取る項目を定義しています。

ここに定義されているフィールド（データ）が

後続のエンベロープに流れていくイメージです。

○ 実際のデータの指定（オブジェクト名・項目名

等）は、帳票DX for Salesforceで行います。

ここでは受け取る箱となるフィールド名のみの

定義となります。

○ エンベロープでパラメータを追加した場合は、

紐づけるフィールド名をここに追加します。

【ワーク】「データソース」タブ
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⚫ 帳票に必要なフィールドを追加する

○ 適宜帳票テンプレートのフィールドに使用して

いるフィールド名を追加してください。

【ワーク】「データソース」タブ

新規追加

ここのフィールド名を
データソースに追加す

る

oproarts

帳票DX
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⚫ このワークで使用するエンベロープを紐づ

けています。サンプルでは設定済みです。

⚫ エンベロープで作成したパラメータにどの

データを引き渡すのか紐づけをしています。

データソースのフィールドを紐づける必要

があります。

○ エンベロープで新しくパラメータを作成

した場合は、データソースにフィールド

を追加の上紐づけを行ってください。

（次ページ説明）

【ワーク】「エンベロープ」タブ
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パラメータの紐づけ方

1. 「エンベロープ」の中で{〇〇}（パラメー

タ）を作成すると、ワークのエンベロープ

にも追加されます。

【ワーク】「エンベロープ」タブ <パラメータの紐づけ方>

エンベロープ＞設定

パラメータを新規
追加

ワーク＞エンベロープ

追加されている
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パラメータの紐づけ方

1. パラメータの「編集」をクリックします。

2. 「データソース」欄にあるフィールド名か

ら紐づけたいフィールドをダブルクリック

します。

1. ダブルクリックすると、下枠の「エンベ

ロープパラメータ」に[○○]と入力されま

す。

2. 紐づけたいフィールドが存在しない場合

は「データソース」にフィールドを追加

しているか確認してください。

3. OKをクリックします。

【ワーク】「エンベロープ」タブ <パラメータの紐づけ方>

ダブルクリック

ワーク＞エンベロープ

編集をクリック

追加される
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⚫ 文書名

○ 帳票のファイル名の命名規則です。

○ 編集ボタンから、データソースと固定文言を組

み合わせて指定することができます。

○ 例：[取引先名]様向け請求書_[TODAY]

⚫ テンプレート名*

○ 使用するテンプレート名を入力してください。

【ワーク】「文書とデータのマッピング」タブ
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データセット

⚫ 帳票テンプレートのマッピング定義と対応

させます。

○ データセットの数はテンプレートに合わせて追

加・削除してください。

【ワーク】「文書とデータのマッピング」タブ

テンプレートのデータセッ
トと同じにする。

テンプレート
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データセット

⚫ フィールドの追加方法

○ 「編集」ボタンからデータソースのフィールド

を追加してください。

○ []で括られていればOK

○ 一括設定から一括で入れて不要なフィールドを

削除していくのが効率的です。

○ 順番もテンプレートと同じにしてください。

【ワーク】「文書とデータのマッピング」タブ

ダブルクリック

[]で括られればOK
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⚫ 最後にワークの検証を行い、設定漏れがな

いかを確認します。

⚫ 「ワーク」タブで、検査を行うワークの右

にある「検査」をクリックします。

⚫ OK：「実行可能な状況です」と表示され

ます。

⚫ NG：どこの設定が不足しているか表示さ

れます。

○ 「サービス」の「GMOサイン」の認証が

できていない可能性があります。ユーザ

IDとセキュリティトークンをご確認くだ

さい。

D3Workerの検証



52©2023 OPRO Co., Ltd.Confidential

ViewFramerの設定
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⚫ ブラウザでViewFramerにログインします。

○ https://vfui.ap.oproarts.com/view_framer_ui

⚫ ViewFramerのログインには認証情報の

「LAD（デザイナー用）」用UID・UPW

を使用します。

○ D3WorkerのUID・UPWとは別なのでご

注意ください。

ViewFramerのログイン

https://vfui.ap.oproarts.com/view_framer_ui
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1. 「マッピング」タブの「インポート」ボタ

ンをクリックします。

2. ファイル選択で

「GMOSign_oproarts_sample.mapping

」をアップロードします。

1. マッピング名は英数字アンダーバーで指

定可能です。

3. 設定ファイルがインポートできました。

設定ファイルをインポートする



55©2023 OPRO Co., Ltd.Confidential

⚫ インポートした設定はビュー設定の編集が

許可されていないため、許可の設定を行い

ます。

⚫ インポートしたマッピングの編集アイコン

をクリックします。

⚫ 「ビューの編集を許可する」チェックをつ

けます。

⚫ 「次へ」をクリックします。

ビューの編集を許可する
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⚫ Salesforceにログインをします。

⚫ 「D3Worker」タブを開きます。

D3Workerとの紐づけ
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⚫ URLにD3Workerの接続URLを入力し「接

続」をクリックします。

○ https://d3w.ap.oproarts.com/d3w/api

/{お客様のテナント名}/

⚫ ワークのプルダウンから、前章のワーク名

の①を指定してください。

○ ここに出てこない場合はD3Workerの設定

が不十分です。検証を行ってください。

○ ワーク②③の指定は不要です。

D3Workerとの紐づけ

https://d3w.ap.oproarts.com/d3w/api/%7bお客様のテナント名%7d/
https://d3w.ap.oproarts.com/d3w/api/%7bお客様のテナント名%7d/
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⚫ 「自動マッピング」をクリックしてくださ

い。

○ 「Workフィールド」がD3Workerのデー

タソース、「データフィールド」が

ViewFramerビュー定義の項目名です。こ

れを対応させることで、ViewFramerから

D3WorkerへSalesforceデータの受け渡し

ができます。

⚫ 「配備」ボタンをクリックします。

D3Workerとの紐づけ

「自動マッピング」をクリックすると、
Workフィールドとデータフィールド名
が同名と紐づけられます。
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⚫ 「ビュー」タブを開きます。

⚫ インポートしたビュー定義を編集します。

編集アイコンをクリックします。

ビュー設定＜項目定義＞
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1. 「リレーション設定」タブを開きます。

○ ここでは配信に必要なオブジェクトを指定します。

2. サンプルとして商談オブジェクトを起点にした

設定がされています。「主オブジェクト」を実

際に使用するメインオブジェクトに変更してく

ださい

○ 主オブジェクトとは、配信ボタンを置くオブジェクト

です。

○ ショートネーム（右側の{main_object}は変更しない

でください）

3. 主オブジェクトの変更に伴い、関連オブジェク

トの取引先のリレーションを変更してください。

○ 使用しない場合は、「-」ボタンで削除してください。

4. 適宜、必要な関連オブジェクトを追加してくだ

さい。

ビュー設定＜リレーション設定＞

サンプルで商談を設定しています。
適切なオブジェクト（ボタンを置く
オブジェクト）に変更してください。

＊関連オブジェクト
サンプルで取引先を紐づけています。

適宜変更してください。
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関連オブジェクトについて

⚫ 主オブジェクトに指定したオブジェクトに

紐づく参照項目先のデータを使用したい場

合に設定します。

⚫ 左の例の場合、商談Objの取引先IDで取引

先Objを検索し同じ「取引先ID」のレコー

ドを取得する、という設定です。標準Obj

の項目のためわかりにくいですが、参照項

目の場合は「主.参照項目名」=「関

連.ID」で紐づけられます。

ビュー設定＜リレーション設定＞
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出力項目設定について

⚫ D3Workerに渡すSalesforceのデータを定

義します。

⚫ 「出力項目名」はD3Workerのデータソー

スと紐づけます。サンプルではすでに同名

を登録していますが、Salesforce項目は空

ですので次ページの手順で各項目名に項目

を指定してください。

ビュー設定＜項目設定＞

ワーク①のデータソースと
同じにします。
＊順不同可
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各出力項目名に紐づけるSalesforceの項目を

設定します。

1. 「項目ビルダー」をクリックします。

2. 入力されているものは削除します。

3. 「列追加」をクリックします。

4. 使用するオブジェクトと列（項目）を指定

してOKをクリックします。

1. 「オブジェクト」はリレーション設定で

指定したオブジェクトです。「列」は項

目名です。

ビュー設定＜項目設定＞

削除する

項目名
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⚫ 項目（API参照名）が追加されましたので、

OKをクリックします。

⚫ すべての項目を同じように項目指定をして

いきます。

⚫ D3Workerのデータソースにフィールドを

新規追加した場合は、「＋」ボタンで項目

を追加してください。

ビュー設定＜項目設定＞

追加された

新規追加

Salesforce項目
が追加された
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出力条件設定ついて

⚫ Salesforceからデータを取得する際の最低

限の条件設定です。次のように設定をして

ください。

1. main_objectの「＋」を押す。

2. 項目名をオブジェクトIDにする。

1. カスタムオブジェクトの場合は「カスタムオブ

ジェクトID」です。

2. 標準オブジェクトの場合は「○○ ID」となっ

ていると思われます。API参照名が「Id」と

なっている項目を指定してください。

3. 演算子は「いずれかと等しい(IN)」

4. 条件値は「パラメータ名」「recordId」

ビュー設定＜出力条件設定＞
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⚫ 「保存」ボタンをクリックしてください。

ビュー設定＜出力条件設定＞
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1. 「マッピング」タブを開き、編集 し

ます。

2. ビューの「取得」ボタンをクリックします。

1. ビューの項目を追加/削除している場合は

ここで内容が更新されます。

3. 「次へ」ですすみます。

マッピングを更新する
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⚫ Salesforceにログインをします。

○ 2回目以降は「現在のセッション情報を継続す

る」でログインをスキップできます。

⚫ 「D3Worker」タブを開きます。

マッピングを更新する
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⚫ 「自動マッピング」をクリックしてくださ

い。

⚫ 「配備」ボタンをクリックします。

D3Workerとの紐づけ

自動マッピングをクリックすると、
Workフィールドとデータフィール

ド名を一致させます。
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ボタンの作成
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1. マッピングの「APIサンプル」をクリック

します。

2. 「サービス」で「D3Worker」を選択しま

す。

3. 「Visualforceページ」ボタンをクリック

します。

1. クラシック画面をお使いの方など、適宜

「Onclick JavaScript」をダウンロードいただ

いてもけっこうです。

ボタン作成
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1. テキストファイルがダウンロードされます

ので開きます。

2. Salesforceの設定から「Visualforceペー

ジ」を開き、新規作成します。1テキスト

の内容をコピーしてページを作成してくだ

さい。

○ このテキストは詳細ページから出力する

ためのコードです。リストビューページ

にボタンを置く場合はサポートサイトの

記事をご覧ください。

○ Lightning Experienceのリストビュー

ページ用 ボタン作成（ViewFramer）

ボタン作成

テキスト内をコピペした

https://spc.opro.net/hc/ja/articles/360008207874
https://spc.opro.net/hc/ja/articles/360008207874
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1. 主オブジェクトの設定画面から「ボタン、

リンク、およびアクション」を開きます。

○ リストビューにボタンを置く場合は以下の記事

のボタン設定の手順に沿ってください。

○ Lightning Experienceのリストビューページ用

ボタン作成（ViewFramer）

2. 新規アクションで以下の通り設定します。

1. アクション種別：カスタムVisualforce

2. Visualforceページ：前ページで作成した

ページ

3. 表示ラベル：任意（ボタン名）

4. 名前：任意（システム名）

3. 保存をする。

ボタン作成

https://spc.opro.net/hc/ja/articles/360008207874
https://spc.opro.net/hc/ja/articles/360008207874
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1. ページレイアウトにボタンを表示します。

2. 「モバイルおよびLightningのアクショ

ン」から作成したボタンを選択しレイアウ

ト上に置きます。

3. 保存します。

ページに置く
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